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豊かにする支援を積極的に行っている。上記の様々な活動を活かすことにより、福岡市の政策の具体化

に寄与している。詳細は各センターおよび社会貢献の項目で後述される。 

 以上のように、前回の点検・評価で掲げた改善の方策に関して一定の対応を行い、改善の努力と成果

をあげてきたといえよう。しかし、この 10年の急速な国際情勢の変化は新たな改革を求めている。時代

の要請である国際化への対応は現状では十分とは言えず、今後、資金的にも人的にも充実を図るための

支援体制が必要になる。 

【改革・改善策】 

 これまで、本学は地域密着型の大学として、福岡市および北九州市の発展のために貢献し、一定の成果

をあげてきた。しかし、地球環境が深刻化するなかで、激動する世界情勢は国際化対応の必要性を問い

かけている。アジアの玄関口としての地域特性に鑑み、環黄海地域のリーダーとしての福岡県、福岡市、

北九州市を支援すべく、高度な政策提言ができる研究教育体制の再構築が必要になってきた。 

 国際センターは、留学生の教育や国外との国際交流協定を締結し、学生の教育において国際化への取

組みを強化している。しかし、学部生を対象としたプログラムが中心であり、広く市民への対応ができ

る状況にはない。今後，大学院生や市民への対応を考えた組織の創成が必要である。 

 一つの改革案として、 平成 17年にスタートしたＥＳＤ-10(持続可能な開発のための教育-10年)に呼

応して創設された「環境未来オフィス（Office for a Sustainable Future）」を、2 年間のパイロット

プログラムを経て、平成 19年に研究部門連絡会議のもとに組織化した。学内の教育・研究の成果を地域

に向けて情報発信する、いわゆるアウトリーチ活動を展開する組織で、国際アウトリーチ部門を設置し

て、アメリカ西部海岸地域および環黄海地域との連携のなかでの活動を展開することとしている。すで

に、カナダのブリティッシュ・コロンビア大学やビクトリア大学のサスティナビリティ・オフィスとの

協議を始め、あたらしい大学院対応、市民向けの国際プロジェクトやプログラムの開発に取りかかって

いる。平成 18年秋にＥＳＤ地域拠点（ＲＣＥ）として歩み始めた北九州ＥＳＤ協議会から協力を求めら

れ、参画して活動を共にすることになった。 
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